	自治労北海道FAX情報　　　　　  　　　　　　　　送信枚数13枚

	送信先
	各地方本部、全単組・総支部（中継同報）
	担当部局
	賃金労働部（櫛部・小杉）

	送信日時
	2009年５月１日　　１７時００分
	文書種類
	情 報 ・ 発 信 ・ 指示

	タイトル
	夏季一時金に関わる人事院勧告関連資料の送信について(2)


夏季一時金に関わる人事院勧告関連資料の送信について（２）

　日ごろのご活動に、心から敬意を表します。

　さて、標記資料について、以下の２点（全１２ページ）を送信します。

なお、勧告本文等については３０ページ程度となりますので、自治労北海道本部ホームページ、単組・組合員専用ページで参照願います。

　道本部の闘争方針にも記載していますが、自治労は５月２２日（金）に２９分時間内職場集会を配置して、一部凍結勧告に対するたたかいを提起しています。道本部としては、本日午後２時から緊急の執行委員会を開催し、各市町村の議会開催日程を踏まえ、５月１８日から２９日までを山場ゾーンと設定して、可能な限り２９分以上の戦術を配置ながら交渉を進めることを確認しました。各単組においては、５月１１日の要求書提出をはじめ、闘争体制の確立を図っていただきたいと思います。
夏季一時金に関わる人事院勧告関連資料(2)（５月１日送信分）

１．人事院勧告の骨子（人事院作成）
２．道本部闘争方針～夏季一時金臨時削減勧告に対する取り組み(1)
なお、「人事院総裁談話」については今回の勧告に関しては出されておりません。
以　上

